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論 文 内 容 の 要 旨 
 別所秀高は、瀬戸内海東端域について、地下地質や地形分類、氏が関わった発掘現場で得ら
れた試料の考古遺跡放射性炭素年代および考古学的土器年代そして、堆積学的分析を通じて、
完新世の海面変動や地形発達過程を検討し、34,000〜1900 cal BP の８葉の河内平野古地理図
を提示した。河内平野への海進は 10,600 cal BP には確認され、その後の急激な海水準上昇に
ともなう海岸線のステップ状後退を経て 6500 cal BP には河内湾は最も拡大した。その後、海
水準は昇降を繰り返し、海域は拡大あるいは縮小したが、淀川デルタおよび長瀬川デルタの成
長とともに 2500 cal BP を境に河内湖として大阪湾とは切り離され、その静水域は拡大したと
している。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 別所秀高の研究成果は、所属機関はもちろん、その他の機関が実施する考古遺跡の発掘調査
の機会を鋭敏に捉え、積極的に問題意識を適応しながら、永年積み上げ得られてきたもので、
研究手法は確かな水準に達しており、その研究結果は信頼に足ると判断した。完新世海水準変
動と地形形成過程を見事に連動しており、この地の完新世の確かな古地理図が提示された。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
